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要要  旨旨：本研究は，難病を治療する医療機関に設置された院内学級における担任が抱く

困難や課題を明らかにすることを目的とした．院内学級の担任経験がある教員 3 名を対

象に①院内学級担任として児童生徒が病気を告知されてから復学までの間，どのようなこ

とに不安等を感じていたか②児童生徒やその保護者に対して何を思いどのような指導や

支援を行ったか③実施した指導や支援に対する成果と課題④保護者との連携に関する成

果や課題について尋ねた．その結果，院内学級担任が抱いている具体的困難には，担任自

身の精神的ストレス，着任時の混乱，学校組織の中で業務の特殊性を理解してもらいにく

い孤独な存在であること，医療情報の入手が困難であり情報量も不足していることが明ら

かになった．解決の糸口として，主治医が主導する多職種連携カンファレンスへの参加が，

教員自身のストレスや孤独感の軽減，的確な医療情報の収集に効果的である可能性が示唆

された．
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● 

ⅠⅠ．．ははじじめめにに  

重度の慢性疾患のある病気療養児にとって，

院内学級は学習を行う重要な場となっている．

長期入院児童生徒に対する教育支援に関する

実態調査 6)によると，長期入院した児童生徒の

約半数は在籍校による学習指導が行われてお

らず，その理由として，治療に専念するためや

感染症対策のほか，指導教員・時間の確保が難

しいことや病院が遠方であることが挙げられ

ている．入院すると学習のための環境が制限さ

れ，学びの機会を得ることが難しい現状がうか

がえる．院内学級のある小児病棟の割合は

37.8%2)であり設置率は十分ではないが，常設

された院内学級では学習や友人との交流をす

ることができるため，学級の存在は意義深い． 
一方，院内学級担任は様々な困難を抱えてい

ることが報告されている．先行研究では，例え

ば病気によって学習意欲が減退している子ど

もへの対応，健康状態や生活規則の捉えなどの

病気の状態とそれへの対応，教員の不足，教材・

教具・設備の不足などの限定された環境，免許

外の教科の指導，学習空白などの学習機会の確

保，情報共有，学校・病院・保護者の連携などの

困難や課題が指摘されている 8)11)～13)．また，これ

らの課題が解決されない要因として，教員の異動,
実践知を継承するシステムがないことなど，教員

資質の向上についても指摘されている 11)13)．

特別支援教育では種々の障害に対する基本

的な知識のみならず，障害の特性に即した対応

が求められている．なかでも，病院に入院して

いる病気療養児を取り巻く学習環境は，医学の

進歩に伴って大きく変化してきた．1994 年の文

部科学省通知「病気療養児の教育について」5)に

おいて，病気療養児の教育に携わる教職員の専

門性の向上が求められている．すなわち，①病

気療養児に対して病気の種類や病状に応じた

適切な指導を行っていくこと②担当する教職

員等の専門性の向上を図るため，研修事業を拡

充すること③校内研修や併設・隣接医療機関の

専門家の協力を得た研修の機会の確保を図る

ことなどである．

院内学級設置校の教員が養護学校(現，特別支

援学校)へのセンター的機能に対する期待を調

査した研究では，研修会等の設定(65.2%)や事

例検討会等の開催(34.8%)が求められており，
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担当者の実践力や専門性向上への期待が大き

いことが示されている 4)．一方，特別支援学校

がセンター的機能として実際に支援している

内容を調査した研究では，多い順に，事例対応

56%，次いで就学相談 22%，校内研修 3%であ

った 9)．これらの結果から，特別支援学校が実

施している事項は，事例への対応には適してい

るが，院内学級を担当する小中学校の教員が希

望する専門性を向上させる研修のニーズに追

いついていない状況がうかがえる． 
医療の進歩に伴って病気療養児の闘病期間

は長くなっても，入院期間の短縮化と頻回の入

退院の繰り返しが増え，子ども・その家族およ

び周囲の支援者に求められる健康管理等も様

変わりしてきた．例えば，小児がんの 80～90％
は長期生存が見込める時代になったものの，化

学療法，骨髄移植，再発などの闘病生活は年余

に及ぶ 10)．一方で，このような医療環境の変化

に伴って，重度の慢性疾患をもつ児童生徒の教

育にあたる担任の抱える困難がどのように変

化しているのか，担任はどのような支援を求め

ているのかは，十分に明らかにされていない．

これらの課題を明らかにすることは，担任のみ

ならず病気闘病中の子どもに対する教育支援

体制の強化や改善に役立つ． 
そこで本研究では，悪性新生物をはじめとす

る小児慢性特定疾病の治療にあたっている医

療機関に設置された院内学級に勤務する担任

(以下，院内学級担任)が抱いている具体的困難

を明らかにすることを目的とした． 
 

● 

ⅡⅡ．．方方法法  

 
１１．．対対象象  

対象は，A 県内の悪性新生物をはじめとする

小児慢性特定疾病を治療する医療機関に設置

された院内学級担任，あるいは，担任をしてい

た教員 3 名とした．院内学級には，病院内に併

設されている特別支援学校，特別支援学校の分

校・分教室，小中学校の病弱・身体虚弱特別支

援学級など様々な形態がある．本研究で研究対

象となった教員３名が勤務していた院内学級

は，医療機関内に設置されている小中学校の病

弱・身体虚弱特別支援学級であった．院内学級

には，年間を通じて約 1～10 名の児童生徒が在

籍していた．医療機関が高度の先進医療を提供

する特定機能病院という特性があり，在籍する

児童生徒の多数は入退院を頻回に繰り返す小

児がん，慢性腎臓病等に罹患しており，回復が

望めない終末期の子どもも含まれていた．3 名

のうち 1 名は中学校，2 名は小学校の教員であ

り，院内学級の経験年数はそれぞれ 1, 5, 11 年

であった． 
 

２２．．イインンタタビビュューー方方法法おおよよびび内内容容  

インタビューは X 年 11 月から 12 月の間に

それぞれ個別に行い，インタビュー内容を IC
レコーダーで録音した．形態は半構造化面接と

し，①院内学級担任として児童生徒が病気を告

知されてから復学までの間，どのようなことに

不安等を感じていたか②児童生徒やその保護

者に対して何を思いどのような指導や支援を

行ったか③実施した指導や支援に対する成果

と課題④保護者との連携に関する成果や課題

の 4 項目について質問した．半構造化面接の実

施に当たっては，なるだけ自由に心の内を語っ

て頂くために，病気や障害の程度が重度である

ことに限定するよう教示は行わなかった．しか

し，院内学級が設置されている医療機関の特性

から，基本的には重度の児童生徒をイメージし

ながらインタビューに回答したと想定された．

院内学級には重度ではない慢性疾患をもつ児

童生徒も在籍するため，そのような児童生徒と

接する際の困難を語っている可能性を完全に

否定することはできない．そこで，対象者らが，

例えば「重度の子」と発言し，その直後に困難

や課題について語った場合は，一連の発言が重

度の子どもに接したことにより生じた困難や

課題であると判断した．そして，「重度の子」と

接する際，「どのような困難があったのか」「ど

のような時にそれを感じたのか」「どのように

してそれを解消したのか」などについて尋ねる

ことにより，子どもの重症度や特性と想起され

た感情・困難さ等とを連結させた． 
 

３３．．分分析析方方法法おおよよびび手手続続きき  

分析対象はインタビューで得られた教員の

語りとした．分析には質的研究法の内容分析法

を用いた．分析にあたり，院内学級担任が抱え

る困難や課題として先行研究では共通する内

容が挙げられていた 8)11)～13)が，医療の進歩に伴

い抱える課題も変化している可能性を考え，本

研究では先行研究に挙がっている内容にとら

われず困難や課題を探索的に捉えたいと考え

た．さらに，調査者の質問に対する対象者の一

回の発言には複数の内容が含まれる場合があ

るが，含まれる内容を詳細に把握するためにこ

－ 66 －



重度の慢性疾患のある病気療養児に携わる教員が抱える困難と課題 

れらを各々抽出したいと考えた．内容分析は，

収集した質的データを概念あるいはカテゴリ

ーのいずれかの形で明らかにし，因子を命名す

ることにより状況の重要な側面の特徴を効果

的に捉えることができる．また，1 内容を 1 項

目として含むセンテンスを記録単位とし，個々

の記録単位を意味内容の類似性に基づき分

類 ･ 命名する 1)ことができる方法である． 
上野 14)が示した内容分析の手順を参考に，次

のように分析を実施した．実際に行った分析手

順を Table １に示した． 
第一段階では，インタビューで録音した音声

データを文字に起こし，前述の①から④の質問

項目の回答に該当する箇所を文脈単位(一回の

質問に対する発言)として抽出した．文脈単位選

択の妥当性を高めるために，第一段階の作業を

実施した著者が，約一か月後に，再度，文脈単

位を抽出する作業を行った．一回目と二回目の

それぞれで抽出した文脈単位を比較し，異なる

文脈単位については，著者が抽出するかどうか

を改めて検討した．第二段階では，文章の文意

を損なわないように該当文章を端的に編集し

た．第三段階では，文脈単位の中に複数の文脈

が含まれる場合には，これを分割して記録単位

とした．第四段階では，記録単位ごとにカテゴ

リー名を付けた．第五段階では，類似するカテ

ゴリー名を集約しサブカテゴリーを生成した．

第六段階では，サブカテゴリーを集約し，カテ 

TTaabbllee  11  分分析析実実施施者者おおよよびび分分析析のの手手順順ととそそのの内内容容  

 
段階  

 
実施者  作  業  内  容  

1 著者  

 
音声データを文字に起こし，質問に対する回答部分を文脈単位で抽出
した。 
例例：最近たまってるね。転院されたり，退院して帰ってきた時にはもう
ここには入級できない状態になっていたり，なんか遠目で見るって感
じだったりするので，最後まで見ていなくて，辛い時は保育士の先生
が，私なんか普通の教員なので，そういう訓練とか受けてないじゃな
い。ストレスの逃し方とか。生きる死ぬの立場にいないですよね。だか
らこんないい子が病気に負けそうになってるとか，保護者の方にも何
を言っていいかわからないし，見とくしかない，聞くしかないだけで，
すごいやっぱりたまりますよね。辛いですね。 

2 著者  

 
抽出した該当文章を端的に編集した。 
例例：最近辛い思いがたまっている。予後がよくない子どもが転院した
り，退院して帰ってきた時にはもう院内学級には入級できないくらい
悪い状態になっていたり，子どもや保護者の様子を遠目で見る感じだ
ったので，最後まで様子を見ることができなかった。辛い時は保育士の
先生が話を聞いてくれた。私は普通の教員なので，日頃生きる死ぬの立
場にない。こんないい子が病気に負けそうになってる，保護者に何を言
っていいかわからない，子どもや保護者が辛い思いをしている様子を
側で見ているしかない，聞くしかないだけで，すごく辛い。 

3 著者  

 
文脈単位の中に複数の文脈が含まれる場合には，これを分割して記録
単位とした。 
例例「辛い思いがたまっている。」「予後がよくない子どもが転院したり，
退院して帰ってきた時にはもうここには入級できない状態になってい
た。」「子どもや保護者の様子を遠目で見る感じで，最後まで様子を見る
ことができなかった。」「辛い時は保育士の先生が話を聞いてくれた。」
「私は普通の教員なので，日頃，生きる死ぬの立場にいない。」「こんな
いい子が病気に負けそうになってる，保護者に何を言っていいかわか
らない，子どもや保護者が辛い思いをしている様子を側で見ているし
かない，聞くしかないだけで，すごく辛い。」 

 
4 著者  記録単位ごとにカテゴリー名をつけた。 

 
5 著者  類似するカテゴリー名を集約し，サブカテゴリーを生成した。 

6 著者  
サブカテゴリーを集約し，カテゴリーグループを生成し,カテゴリーグ
ループ名をつけた。 

信
頼
性
確
認 

 
特 別 支 援
教 育 を 専
攻 す る 学
生 2 名  

 
 
1)著者が学生 2 名に対してサブカテゴリーをカテゴリーグループに分

類する際の判断基準を伝え，ルールの共有を図った。 
2)学生 2 名は著者から伝えられた判断基準にもとづいて，適切に分類

が行われているかどうかを確認した。 
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ゴリーグループを生成した．最終的に抽出され

たカテゴリーグループにカテゴリーグループ

名を付けた． 
データ分類の信頼性確認作業では，まず，著

者が特別支援教育を専攻する学生2名に対して

サブカテゴリーをカテゴリーグループに分類

する際の判断基準を伝えることで，ルールの共

有を図った．その後，著者が無作為に抽出した

全 65 サブカテゴリーの 20％にあたる 13 サブ

カテゴリーについて，学生 2 名は著者から伝え

られた判断基準をもとに，適切に分類が行われ

ているかどうかを確認した．計算の結果，学生

2 名の一致率はκ=0.67 となった．κ係数の値

については 0.61～0.8 は十分に一致している

と考えられている 3)．これにより，二者間の評

価は十分に一致しており，内容分析が適切に遂

行されていると判断した． 
  

４４．．倫倫理理的的配配慮慮  

研究対象者には，文書と口頭によって，研究

の趣旨，研究方法，研究への参加は自由意思で

あること，拒否しても何ら不利益を受けないこ

と，また個人情報は厳密に保護されることを説

明した．本研究は研究機関の倫理委員会の承認

を得て実施した(課題番号 8 番)． 
  

● 

ⅢⅢ．．結結果果  

  

対象者の語りを分析した結果，114 の記録単

位は 65 のサブカテゴリーに集約され，最終的

に 20 のカテゴリーグループが抽出された．サ

ブカテゴリー，カテゴリーグループおよび語り

の代表例を Table 2 にまとめた． 
 

● 

ⅣⅣ．．考考察察  

 
Table 2 に挙げたカテゴリーグループのうち，

先行研究 8)11)～13)では指摘されておらず，本研究

により新たに表面化した課題は，以下の 5 項目

であった．①担任自身の精神的ストレス②着任

時の混乱③学校組織の中で業務の特殊性を理

解してもらいにくい孤独な存在④課題解決に

向けた動きの少なさ⑤医療情報の入手方法と

情報量である．これらのカテゴリーグループが

抽出された基となる語りの代表例を振り返っ

てみると，重度の疾患をもつ子どもを担任した

ことによる苦悩であることがうかがえる．これ

ら 5 項目のうち，「④課題解決に向けた動きの

少なさ」については，国家・自治体等の大きな

組織レベルでの対策を求めるものである．ここ

では，現場レベルでの工夫等によって改善しう

る項目を中心に議論を進めたい． 
 

１１．．担担任任自自身身のの精精神神的的スストトレレスス  

ここでは，難病の子どもの生命の危機に向き

合うことへのストレスや，ストレスを解消する

ことの難しさが挙げられた．院内学級担任は通

常の学校勤務とは異なる体制や環境において

一人で職務を遂行しなければならないことに

加え，不安，悲しみ，緊張など非日常的な感情

をもつ子どもやその保護者に対応しなければ

ならない．本研究の対象者である院内学級担任

が担当する子どもには，小児がん，慢性腎臓病

等の入退院を繰り返す疾患を患っていたり，回

復が望めない終末期の子どもが含まれており，

子どもの死に直面した者もいた．担任の強いス

トレスに関連しうる内容として，「⑫保護者へ

の精神的な支援と連携」のなかに，「子どもがい

ないところで泣かれる方もいらっしゃるし，保

護者を安定させるのがすごい大事だけど．」と

いう語りがある．このような保護者への対応も

通常の学校勤務にはない対応である．「同僚に

話しても「大変ですね」で終わってしまうから

(同じ病棟で働いて事情がよく分っている)保育

士さんといろいろ話す」という語りには，長期

療養中の子どもや院内学級運営の特殊性を実

際に知っている人でなければ，真に悩みを打ち

明ける相談相手にはなりにくいことがうかが

えた．院内学級担任一人がこのような状況を受

け止め対応するには限界があり，精神的ストレ

スを解消するためには，より専門的なスクール

カウンセラーによるカウンセリング等の支援

が必要である．また，院内学級担任が自身のこ

とについて相談することはもとより，保護者に

スクールカウンセラーの活用を促したり，院内

学級担任とスクールカウンセラーとが連携し

て子どもへの指導や保護者への支援について

考えることも必要となる．  
 

２２．．着着任任時時のの混混乱乱  

ここでは，引き継ぎの体制がない，知識不足，

情報提供者や相談相手がいない，複数担任制の

提案が挙げられた．着任時，院内学級担任は院

内学級に馴染みがないことが多いが，在籍人数

が予測できない，専門外の教科や複数の学習内

容にも対応しなければならない，子どもや保護 
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カ
テ
ゴ
リ
ー
グ
ル
ー
プ

(
第
六
段
階
,2
0
項
目
)

サ
ブ

カ
テ

ゴ
リ

ー
（

第
五

段
階

，
6
5
項

目
）

語
り

の
代

表
例

（
第

一
段

階
，

1
1
4
の

語
り

か
ら

抜
粋

）

①
担

任
自

身
の

精
神

的
ス

ト
レ

ス

⚫
子

ど
も

の
死

に
対

す
る

恐
怖

や
辛

さ

⚫
予

後
の

悪
い

子
ど

も
へ

の
精

神
的

身
体

的

 
不

安
⚫
子

ど
も

の
予

後
不

良
や

死
に

対
す

る
ス

ト

 
レ

ス
の

解
消

方
法

⚫
今

日
学

校
に

行
っ

て
あ

の
子

が
ダ

メ
と

言
わ

れ
た

ら
と

思
っ

た
ら

す
ご

く
怖

か
っ

た
。

⚫
予

後
の

悪
い

子
ど

も
と

一
緒

に
い

る
と

す
ご

く
辛

く
て

自
分

自
身

も
不

調
を

感
じ

る
。

⚫
同

僚
に

話
し

て
も

「
大

変
で

す
ね

」
で

終
わ

っ
て

し
ま

う
か

ら
（

同
じ

病
棟

で
働

い
て

事
情

が
よ

く
分

っ
て

い
る

）

 
保

育
士

さ
ん

と
い

ろ
い

ろ
話

す
。

②
着

任
時

の
混

乱

⚫
引

き
継

ぎ
の

体
制

⚫
知

識
不

足

⚫
情

報
提

供
者

や
相

談
相

手
が

い
な

い

⚫
複

数
担

任
制

の
提

案

⚫
前

任
者

は
転

勤
な

の
で

引
き

継
ぎ

期
間

が
ほ

ぼ
な

い
。

⚫
院

内
学

級
に

つ
い

て
知

識
不

足
で

わ
か

ら
な

い
こ

と
が

わ
か

ら
な

い
状

態
だ

っ
た

。

⚫
ち

ょ
っ

と
わ

か
ら

な
い

こ
と

を
聞

く
先

生
が

い
な

い
の

は
大

変
。

⚫
1
年

間
は

テ
ィ

ー
ム

・
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
で

，
そ

の
つ

も
り

で
聞

く
こ

と
が

で
き

る
の

で
す

ご
く

助
か

っ
た

。

⚫
プ

レ
ッ

シ
ャ

ー
も

感
じ

る
し

，
学

校
現

場
と

も
違

う
し

，
医

者
や

関
係

者
と

の
連

携
の

間
に

入
る

こ
と

が
多

い
の

で
，

 
突

然
，

転
勤

し
た

ら
前

任
者

が
い

な
い

状
態

で
一

人
で

院
内

学
級

を
運

営
す

る
の

は
大

変
。

③
学

校
組

織
の

中
で

業
務

の
特

殊
性

 
 
が

理
解

し
て

も
ら

い
に

く
い

孤
独

 
 
な

存
在

⚫
管

理
職

が
病

弱
教

育
に

取
り

組
む

姿
勢

⚫
学

校
内

で
院

内
学

級
の

様
子

や
入

級
し

て

 
い

る
子

ど
も

の
様

子
が

周
知

さ
れ

て
い

な
 
い

⚫
管

理
職

は
話

を
聞

い
て

く
だ

さ
る

が
，

（
院

内
学

級
担

任
に

）
一

任
す

る
と

い
う

姿
勢

が
強

く
，

今
ど

の
よ

う
な

子

 
ど

も
が

何
人

在
籍

し
て

い
る

か
な

ど
の

具
体

的
な

こ
と

は
知

ら
な

い
と

思
う

。
⚫
職

員
に

(
院

内
学

級
は

)
こ

ん
な

と
こ

ろ
で

す
と

い
う

話
は

職
員

会
議

で
さ

ら
っ

と
触

れ
た

り
文

化
祭

で
ビ

デ
オ

流
す

 
程

度
。

⚫
閉

ざ
さ

れ
て

る
じ

ゃ
な

い
け

ど
，

担
任

だ
け

し
か

知
ら

な
い

と
い

う
こ

と
と

か
も

多
い

。

④
課

題
解

決
に

向
け

た
動

き
の

少
　

な
さ

⚫
親

の
会

な
ど

影
響

力
の

あ
る

集
団

の
少

な
さ

⚫
国

レ
ベ

ル
で

の
対

応
の

必
要

性

⚫
要

望
や

課
題

解
決

が
叶

わ
な

い
こ

と
へ

の

 
不

満
⚫
研

究
の

充
実

⚫
体

制
的

な
こ

と
は

，
国

レ
ベ

ル
で

動
い

て
い

た
だ

か
な

い
と

，
教

育
委

員
会

の
先

生
方

も
す

ご
く

考
え

て
や

っ
て

く

 
だ

さ
っ

て
い

る
と

思
う

が
，

研
究

を
重

ね
て

い
く

中
で

，
病

弱
の

子
ど

も
を

支
え

る
体

制
が

で
き

た
ら

い
い

と
思

っ
 
て

い
る

。

⑤
医

療
情

報
の

入
手

方
法

と
情

報
量

⚫
正

し
い

知
識

の
入

手
方

法

⚫
情

報
収

集
・

意
見

交
換

機
会

の
不

足

⚫
自

身
の

抗
体

検
査

な
ど

重
要

な
情

報
の

提
供

 
不

足
⚫
治

療
や

外
泊

な
ど

の
情

報
提

供

⚫
子

ど
も

が
「

マ
ル

ク
（

骨
髄

穿
刺

を
意

味
す

る
）

」
「

ワ
イ

セ
（

白
血

球
を

意
味

す
る

）
」

等
の

用
語

で
会

話
を

し
，

 
最

初
は

全
く

意
味

不
明

で
戸

惑
っ

た
の

で
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
使

っ
て

調
べ

て
み

た
が

，
ネ

ッ
ト

の
情

報
も

確
か

で
 
は

な
く

，
当

て
に

な
ら

な
い

と
思

っ
た

。
⚫
院

内
学

級
担

任
同

士
で

，
こ

う
い

う
時

ど
う

し
ま

す
か

な
ど

研
修

の
時

な
ど

に
お

話
さ

せ
て

も
ら

う
が

，
そ

う
い

う

 
機

会
が

十
分

で
は

な
い

。
⚫
抗

体
検

査
を

し
な

く
て

は
い

け
な

い
こ

と
を

知
ら

な
く

て
入

院
ス

ペ
ー

ス
に

入
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

⚫
外

泊
す

る
と

い
う

情
報

が
得

ら
れ

て
お

ら
ず

長
期

間
院

内
学

級
に

こ
な

い
こ

と
が

あ
っ

た
。

⚫
隣

の
院

内
学

級
の

先
生

に
病

気
の

こ
と

を
教

え
て

い
た

だ
い

た
り

，
あ

と
は

自
分

で
参

考
に

な
る

も
の

を
読

ん
だ

り

 
し

た
。

⚫
ネ

ッ
ト

の
情

報
も

確
か

で
は

な
く

，
当

て
に

な
ら

な
い

と
思

っ
た

。
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カ
テ
ゴ
リ
ー
グ
ル
ー
プ

(
第
六
段
階
,2
0
項
目

)
サ

ブ
カ

テ
ゴ

リ
ー

（
第

五
段

階
，

6
5
項

目
)

語
り

の
代

表
例

（
第

一
段

階
，

1
1
4
の

語
り

か
ら

抜
粋

）

⑥
複

数
児

童
へ

の
対

応

⚫
異

な
る

学
習

進
度

へ
の

対
応

⚫
人

手
不

足

⚫
教

員
の

加
配

⚫
教

員
が

対
応

で
き

な
い

空
白

時
間

の
利

用

 
方

法

⚫
実

験
道

具
と

か
持

っ
て

理
科

の
先

生
と

か
来

て
く

だ
さ

っ
た

り
学

校
に

い
ら

っ
し

ゃ
る

先
生

に
期

間
限

定
で

つ
い

て

　
い

た
だ

い
た

り
。

⚫
人

が
足

り
な

い
の

で
，

本
当

な
ら

も
っ

と
伝

え
て

あ
げ

た
い

と
思

う
と

こ
ろ

が
伝

え
ら

れ
な

か
っ

た
り

，
待

っ
て

も

 
ら

う
こ

と
が

多
か

っ
た

り
す

る
。

⑦
前

籍
校

と
の

連
携

⚫
学

校
に

よ
る

対
応

の
差

異

⚫
復

学
支

援
会

議
の

持
ち

方

⚫
前

籍
校

の
病

気
に

対
す

る
理

解
の

困
難

⚫
前

籍
校

と
の

連
携

制
度

�

⚫
学

校
に

よ
っ

て
状

況
が

違
っ

て
い

て
，

病
気

の
理

解
は

な
か

な
か

難
し

い
と

感
じ

て
い

る
。

⚫
教

材
が

届
く

子
ど

も
も

い
れ

ば
，

届
か

な
い

子
ど

も
も

い
る

。

⑧
医

療
者

と
の

連
携

⚫
医

療
者

か
ら

の
情

報
を

基
に

し
た

配
慮

⚫
連

携
機

会
の

確
保

⚫
必

要
な

情
報

が
提

供
さ

れ
な

い
こ

と
へ

の

 
不

安
⚫
連

携
体

制
の

違
い

に
よ

っ
て

生
じ

る
情

報

 
量

の
差

異
⚫
病

気
に

つ
い

て
知

ら
な

い
こ

と
へ

の
不

安

⚫
情

報
や

知
識

の
不

足
に

よ
る

子
ど

も
へ

の

 
対

応
に

対
す

る
不

安

⚫
医

療
者

に
対

し
て

ど
こ

ま
で

入
っ

て
い

い
か

，
聞

い
て

い
い

か
が

わ
か

ら
な

か
っ

た
。

⚫
看

護
師

と
ド

ク
タ

ー
，

主
治

医
の

先
生

が
本

当
に

チ
ー

ム
で

私
た

ち
も

入
れ

て
く

だ
さ

っ
て

学
校

に
い

る
長

い
時

間

 
で

の
こ

と
を

す
ご

く
聞

い
て

く
れ

る
し

情
報

を
く

れ
る

。

⚫
血

液
腫

瘍
な

ど
血

液
の

関
係

の
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

，
そ

れ
以

外
に

も
心

理
的

な
お

子
さ

ん
の

場
合

も
カ

ン
フ

ァ
レ

ン

 
ス

に
参

加
し

て
く

だ
さ

い
と

（
主

治
医

か
ら

）
言

っ
て

い
た

だ
い

て
，

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

参
加

す
る

か
ど

う
か

で
 
子

ど
も

の
情

報
量

が
違

う
と

思
う

。

⑨
病

状
や

気
分

に
配

慮
し

た
学

習
　

計
画

の
立

案
	

⚫
子

ど
も

の
病

状
や

気
持

ち
に

配
慮

し
た

学
習

 
の

進
め

方

⚫
保

護
者

の
思

い
も

取
り

入
れ

た
学

習
の

進

 
め

方

⚫
進

路
（

将
来

）
に

関
す

る
子

ど
も

へ
の

対
応

�

⚫
体

調
面

は
顔

を
見

な
が

ら
無

理
さ

せ
な

い
よ

う
に

し
て

い
る

。

⚫
月

一
回

開
催

さ
れ

る
会

議
で

医
療

者
と

担
任

が
参

加
し

て
情

報
交

換
を

す
る

の
を

参
考

に
学

習
の

計
画

を
立

て
た

。

⑩
研

修
の

在
り

方

⚫
求

め
て

い
る

研
修

内
容

と
実

際
の

内
容

と
の

 
差

異
⚫
専

門
性

の
あ

る
教

員
の

育
成

⚫
校

内
研

修
の

実
施

	

⚫
研

修
は

全
く

な
い

の
で

，
次

に
担

任
に

な
っ

た
人

も
病

気
の

こ
と

を
全

然
知

ら
な

い
。

⚫
現

状
に

は
活

か
す

こ
と

が
で

き
な

い
研

修
内

容
だ

っ
た

。

⑪
転

籍
手

続
き

	

⚫
二

重
学

籍
の

あ
り

方

⚫
短

期
在

籍
へ

の
対

応

⚫
手

続
き

へ
の

柔
軟

な
対

応
へ

の
要

望

⚫
手

続
き

の
煩

雑
さ

�

⚫
転

籍
の

手
続

き
は

，
田

舎
の

学
校

だ
と

初
め

て
だ

と
い

う
と

こ
ろ

が
結

構
あ

る
。

⚫
転

籍
の

手
続

き
に

つ
い

て
，

全
然

知
ら

な
い

学
校

も
多

い
。

⑫
保

護
者

へ
の

精
神

的
な

支
援

と
　

連
携

	

⚫
保

護
者

の
精

神
衛

生
の

維
持

⚫
保

護
者

と
の

綿
密

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

⚫
保

護
者

の
不

安
軽

減
�

⚫
保

護
者

が
笑

顔
で

い
て

く
れ

な
い

と
，

子
ど

も
が

精
神

的
に

し
ん

ど
い

思
い

を
す

る
か

ら
，

教
師

と
し

て
保

護
者

が

 
元

気
に

な
る

よ
う

な
こ

と
を

伝
え

た
い

と
思

っ
て

い
た

が
難

し
い

。

⚫
子

ど
も

が
い

な
い

と
こ

ろ
で

泣
か

れ
る

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
る

し
，

保
護

者
を

安
定

さ
せ

る
の

が
す

ご
い

大
事

だ
け

ど
。
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カ
テ
ゴ
リ
ー
グ
ル
ー
プ

(
第
六
段
階
,2
0
項
目
)

サ
ブ

カ
テ

ゴ
リ

ー
（

第
五

段
階

，
6
5
項

目
）

語
り

の
代

表
例

（
第

一
段

階
，

1
1
4
の

語
り

か
ら

抜
粋

）

⑬
学

習
機

会
の

制
限

	
⚫
体

調
や

気
分

の
不

良
に

よ
る

空
白

⚫
治

療
や

外
泊

に
よ

る
空

白
�

⚫
外

泊
，

治
療

，
体

調
が

悪
い

，
と

続
く

と
学

習
を

取
り

戻
す

の
は

難
し

い
。

⚫
移

植
部

屋
に

入
っ

た
ら

，
2～

3か
月

は
学

習
で

き
な

い
。

⑭
学

習
の

遅
れ

	
⚫
治

療
優

先
の

生
活

⚫
保

護
者

の
願

い
と

実
態

と
の

差
異

�
⚫
病

気
の

こ
と

で
頭

が
い

っ
ぱ

い
で

，
勉

強
に

ま
で

頭
が

回
ら

な
い

と
い

う
よ

う
な

子
ど

も
が

結
構

い
る

。

⚫
勉

強
が

遅
れ

な
い

よ
う

に
と

気
に

す
る

保
護

者
は

多
い

が
，

す
で

に
遅

れ
て

い
る

こ
と

が
多

い
。

⑮
病

気
，

治
療

，
薬

に
関

す
る

　
知

識
と

理
解

	

⚫
子

ど
も

や
保

護
者

と
関

わ
り

な
が

ら
の

 
知

識
の

蓄
積

⚫
子

ど
も

の
状

態
の

把
握

方
法

⚫
病

気
な

ど
の

必
要

な
情

報
を

知
ら

ず
に

 
保

護
者

と
話

す
こ

と
へ

の
不

安

⚫
児

童
の

後
遺

症
に

配
慮

し
た

支
援

に
対

 
す

る
葛

藤

⚫
知

識
不

足
�

⚫
病

気
の

知
識

も
な

い
，

治
療

の
イ

メ
ー

ジ
も

な
い

，
用

語
も

知
ら

な
い

の
で

，
子

ど
も

と
保

護
者

と
医

療
者

に
接

す
る

 
中

で
，

日
々

聞
い

た
り

感
じ

た
り

し
な

が
ら

な
ん

と
な

く
わ

か
っ

た
こ

と
も

あ
る

し
，

経
験

を
少

し
ず

つ
積

み
重

ね
て

 
き

た
。

⑯
入

級
に

関
す

る
情

報
提

供
		

⚫
病

院
か

ら
の

入
級

に
関

す
る

情
報

提
供

⚫
突

然
の

入
級

へ
の

対
応

⚫
病

名
だ

け
し

か
わ

か
っ

て
い

な
い

こ
と

が
多

く
て

，
そ

の
後

保
護

者
と

の
面

談
で

ど
ん

な
様

子
か

，
ど

ん
な

お
子

さ
ん

 
か

み
た

い
な

こ
と

を
個

別
の

支
援

計
画

を
書

い
て

も
ら

い
な

が
ら

お
話

を
す

る
の

で
，

そ
こ

で
大

体
わ

か
る

。

⚫
入

級
は

本
当

に
突

然
。

⑰
進

級
進

学
に

関
す

る
課

題
	

⚫
進

路
保

障

⚫
高

校
課

程
に

お
け

る
院

内
学

級
制

度

⚫
欠

席
の

取
り

扱
い

�

⚫
そ

の
子

そ
の

子
に

合
わ

せ
た

進
路

の
保

障
，

ど
こ

に
も

進
学

で
き

な
い

と
い

う
こ

と
が

な
い

よ
う

に
学

校
と

医
療

者
と

 
で

連
携

を
し

た
。

⚫
出

席
日

数
が

足
り

な
い

こ
と

も
あ

り
う

る
の

で
院

内
高

校
が

な
い

と
い

う
の

は
課

題
だ

と
思

う
。

⑱
専

門
外

の
教

科
や

複
数

の
学

習
　

内
容

へ
の

対
応

⚫
専

門
外

の
教

科
へ

の
対

応

⚫
学

年
や

学
校

に
よ

り
異

な
る

学
習

内
容

 
へ

の
対

応
�

⚫
持

っ
て

い
る

教
科

書
と

ワ
ー

ク
で

進
め

て
行

く
の

で
答

え
の

な
い

ワ
ー

ク
を

予
習

を
し

て
教

え
た

。

⚫
専

門
外

の
教

科
は

教
え

る
の

が
難

し
か

っ
た

。

⑲
保

護
者

の
要

望

⚫
テ

ス
ト

の
実

施
時

期

⚫
友

人
と

の
関

わ
り

⚫
経

験
の

充
実

	

⚫
テ

ス
ト

が
来

た
ら

す
ぐ

に
テ

ス
ト

を
す

る
の

で
は

な
く

，
教

え
て

か
ら

や
っ

て
く

だ
さ

い
と

言
わ

れ
た

。

⚫
一

年
生

は
初

め
て

経
験

す
る

こ
と

が
多

い
。

友
達

が
い

て
一

緒
に

遊
べ

た
ら

い
い

と
思

う
。

⑳
教

員
の

多
忙

な
日

常
		

⚫
情

報
収

集
す

る
機

会
の

な
さ

⚫
疲

労
蓄

積

⚫
体

や
薬

の
状

況
に

つ
い

て
聞

く
暇

も
な

か
っ

た
。

⚫
忙

し
す

ぎ
て

頭
が

回
ら

な
く

な
る

時
が

あ
る

。
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の様々な要望への対応など，未知の状況におい

て一人で多くの業務に対応していた．一方で，

別の対象者からは「⑥複数児童への対応」に分

類された「実験道具とか持って理科の先生とか

来てくださったり学校にいらっしゃる先生に

期間限定でついていただいたり．」という語り

があり，本校にいる専門教科の教員や手の空い

ている教員の協力を得ながら徐々に課題解決

に向けて具体的な動きが取られていることが

うかがえた．また，「1 年間はティーム・ティー

チングで，そのつもりで聞くことができるので

すごく助かった」という語りや，子どもの増加

時に対応にあたった経験のある教員が次年度

以降の担任を担ったケースもあった．このよう

な体制は，次年度院内学級を担当する教員への

業務の引き継ぎや，院内学級に馴染みのない教

員への知識提供の機会となるため，有効な改善

方法になると期待できる． 
 

３３．．学学校校組組織織のの中中でで業業務務のの特特殊殊性性がが理理解解ししててももららいい  

ににくくいい孤孤独独なな存存在在  

ここでは，管理職が病弱教育に取り組む姿勢

や，学校内で院内学級の様子や入級している子

どもの様子が周知されていないことが挙げら

れた．本研究でインタビューを行った小中学校

の病弱・身体虚弱特別支援学級として運営され

ている院内学級を担任する教員の特殊性とし

て，本校から病院の中にある教室に出向き業務

に専従する立場であることが挙げられる．「閉

ざされてるじゃないけど，担任だけしか知らな

いということとかも多い．」，「①担任自身の精

神的ストレス」に分類された「同僚に話しても

「大変ですね」で終わってしまう」という語り

は，担任が孤独な立場にいることとも関連して

いるように思われる．このような課題を解消す

るためには，院内学級担任の業務内容や課題に

ついて学校内で共有されている必要がある． 
ところで，「職員に(院内学級は)こんなところ

ですという話は職員会議でさらっと触れたり

文化祭でビデオ流す程度」と語られていたよう

に，校内における院内学級や病弱教育に関する

情報の周知は限定的であった．令和元年度の特

別支援学校教諭等免許状の保有状況 7)は，特別

支援学校における在籍校種の免許状保有率

83.0％に比べ，特別支援学級担当教員のそれは

小学校 32.3％，中学校 27.6％となっており，通

常の小中学校では特別支援学校に比べて特別

支援教育に対する周囲の教員の知識や意識が

十分でないことが考えられる．院内学級設置校

はその独自性を生かし，例えば病弱教育に関す

る校内研修を実施する，院内学級に在籍する子

どものケース会議を開くなど，院内学級担任の

負担軽減を図る学校体制作りが期待される． 
 

４４．．医医療療情情報報のの入入手手方方法法とと情情報報量量  

ここでは，正しい知識の入手方法や情報収

集・意見交換機会の不足などが挙げられた．院

内学級を運営していくためには，医療者との連

携が欠かせない．しかしながら，同じ子どもを

対象とした職業であると言え，医療職と教育職

は使う用語や職業文化が異なる場面が多い．例

えば，対象者のなかで，子どもが「マルク(骨髄

穿刺を意味する)」「ワイセ(白血球を意味する)」
等の用語で会話をし，最初は全く意味不明で戸

惑ったことが打ち明けられていた．また，検査

によっては絶食のこともあり，日常で「お昼は

何を食べたの？」というような何気ない会話も，

子どもに負担をかけてしまう恐れがある． 
一方で，医療者との連携がスムーズであった

事例もあった．「⑧医療者との連携」に分類され

た「看護師とドクター，主治医の先生が本当に

チームで私たちも入れてくださって学校にい

る長い時間でのことをすごく聞いてくれるし

情報をくれる」，「血液腫瘍など血液の関係のカ

ンファレンス，それ以外にも心理的なお子さん

の場合もカンファレンスに参加してください

と(主治医から)言っていただいていて，カンフ

ァレンスに参加するかどうかで子どもの情報

量が違うと思う」という語りからは，主治医が

院内学級担任を含めたチームを主導すること

によって，医療情報を入手しやすい環境が整え

られることが分かった．この語りは，担当する

子どもに特化した正しい医療情報を得る効率

的な方法として期待できる．医療関係者との情

報共有がスムーズになれば，医療に関する正し

い情報を入手できるだけでなく，前述の「マル

ク」「ワイセ」のような子どもとの会話が理解で

き，検査や治療によって次に何が起きるのか予

測できるようになる．このことは，子どもの指

導がスムーズになるばかりでなく，治療に見通

しを持てるようになり，ひいては教員自身の精

神的ストレスの軽減に繋がることも期待でき

る．医療関係者との連携においては，個人情報

の問題があり，情報共有に関して保護者の同意

が必要であり，可能な限り本人の賛意も必要で

ある．誰にどこまでの情報を共有するか，主治

医等の主導で進められるべきであろう． 
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重度の慢性疾患のある病気療養児に携わる教員が抱える困難と課題 

● 

ⅤⅤ．．おおわわりりにに  

 
本研究では，特に重度疾患の児童生徒が在籍

する院内学級担任が抱く困難と課題を明らか

にすることを目的にインタビュー調査を実施

した．その結果，院内学級担任が抱いている具

体的困難として，担任自身の精神的ストレス，

着任時の混乱，学校組織の中で業務の特殊性が

理解してもらいにくい孤独な存在であること，

医療情報の入手方法と情報量などが生じてい

ることが明らかになった． 
本研究の限界として，インタビューの対象者

数が少なかったため，院内学級担任が抱える困

難や課題の普遍性を捉えるには至らなかった．

院内学級を担当している年数によって課題が

異なる可能性もあり，経年による課題内容の変

化についても対象者を増やし質問紙調査をす

るなどして検討していきたい．分析においては，

特別支援教育に携わる教員によるカテゴリー

の再現性の検討を行ったが，一致率は必ずしも

高いとは言えない結果となった．今後は，より

一層一致率の精度を高めるために，分析手順ご

とにコーダーによる検討を依頼するなどして

いきたい． 
また，院内学級担任も子どもも，抱えている

課題は環境の整備によって解決しうる内容が

多い．課題解決のための一つの方法である遠隔

教育は，本校の教室で行われている授業を院内

学級で受けることができるなど，学習面でのメ

リットが大きい．一方で，遠隔教育が効果を発

揮する教育基盤の整備については課題も指摘

されている．遠隔教育を用いて子どもを全人的

に育成していくためにはどのような取り組み

が必要か，単に知識の教授に留まらない授業の

在り方を検討する必要がある． 
制度上の不備等，個人では対応不可能な困難

や直ちに解決に至らない困難はあるが，教員の

専門性を向上させることによって対応できる

困難もあると思われる．課題解決の拠り所とな

る教育制度に関する知識を持ち，それらを活用

するために連携すべき専門家と連携していく

ことが重要となる． 
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